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本
書
は
、
当
研
究
所
で
二
○
○
五
年
度

に
実
施
さ
れ
た
経
済
協
力
支
援
基
礎
調
査

事
業
の
成
果
で
あ
る
。
イ
ン
ド
経
済
は
二

○
○
三
年
度
か
ら
三
年
連
続
で
七
％
を
超

す
成
長
を
遂
げ
た
。
Ｉ
Ｔ
産
業
と
バ
イ
オ

産
業
の
急
成
長
は
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て

い
る
。
一
方
で
、
イ
ン
ド
経
済
に
は
陰
が

あ
る
。
一
九
九
九
年
度
に
お
い
て
国
民
の

約
四
分
の
一
に
当
た
る
二
億
六
○
○
○
万

の
人
々
が
十
分
な
栄
養
を
採
れ
て
い
な
い

貧
困
層
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
作

成
に
当
た
っ
て
は
、
イ
ン
ド
経
済
の
輝
け

る
部
分
だ
け
で
は
な
く
、
陰
の
部
分
に
も

新
刊
紹
介

内
川
秀
二
編
『
躍
動

す
る
イ
ン
ド
経
済̶

光
と
陰
』

内
川
秀
二

注
目
し
、
イ
ン
ド
経
済
の
展
望
を
示
す
こ

と
に
努
め
た
。

第
一
部
で
は
農
業
、
労
働
市
場
、
貧
困

削
減
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。
第
一
章
は

イ
ン
ド
経
済
を
概
観
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
構
成
は
第
一
次
産
業
か
ら
第
二
次
・
三

次
産
業
へ
と
変
化
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
労
働
力
人
口
の
構
成
は
現
在
で
も

六
○
％
が
第
一
次
産
業
で
あ
る
。
こ
れ
は

農
村
が
過
剰
人
口
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を

反
映
し
て
い
る
。
第
二
章
は
食
糧
問
題
を

分
析
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
で
は
独
立
後
、

年
率
二
％
前
後
で
人
口
が
増
大
し
て
き
た
。

そ
の
中
で
食
糧
輸
入
国
か
ら
輸
出
国
へ
と

転
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
穀

物
生
産
は
需
要
と
供
給
両
面
に
お
い
て
問

題
が
あ
る
。
第
三
章
は
貧
困
層
に
対
し
て

低
価
格
で
穀
物
を
供
給
す
る
公
的
分
配
シ

ス
テ
ム
を
取
り
上
げ
た
。
旱
魃
の
際
に
飢

饉
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
公
的
分
配
シ
ス
テ
ム
の
果
た
し

て
き
た
機
能
は
一
定
の
評
価
が
で
き
る
。

し
か
し
、
政
府
の
介
入
シ
ス
テ
ム
が
需
給

状
況
の
変
化
に
対
応
で
き
る
か
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ

の
交
渉
に
よ
っ
て
は
国
内
政
策
の
変
更
が

求
め
ら
れ
る
、
低
所
得
層
で
も
家
計
支
出

に
占
め
る
穀
物
消
費
の
比
率
が
下
が
っ
て

き
て
お
り
、
公
的
分
配
シ
ス
テ
ム
の
意
義

が
低
下
し
て
い
る
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

第
四
章
は
労
働
市
場
を
分
析
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
の
労
働
法
制
に
よ
っ
て
最
低
限
の

労
働
条
件
が
保
障
さ
れ
て
い
る
組
織
部
門

（
従
業
員
が
二
五
人
以
上
）
で
就
労
し
て

い
る
労
働
者
は
ご
く
一
部
に
過
ぎ
ず
、
多

く
の
労
働
者
は
労
働
条
件
を
保
障
さ
れ
て

い
な
い
。
経
済
改
革
後
に
ス
ト
ラ
イ
キ
数

が
減
少
し
た
。
各
企
業
は
合
理
化
を
進
め
、

余
剰
人
員
を
削
減
す
る
一
方
で
、
人
的
資

源
管
理
を
通
し
て
労
働
生
産
性
を
向
上
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
第
五
章
は
一
九
八

○
年
代
以
降
の
農
村
部
と
都
市
部
の
貧
困

削
減
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
れ
を
概
観
し
て
い

る
。
貧
困
削
減
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
公
的
雇

用
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
生
活
イ
ン
フ
ラ

整
備
、
教
育
や
保
健
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
民
間
部
門
の
台
頭
と
い
う
共
通
性
が

見
ら
れ
る
が
、
低
所
得
層
へ
の
公
的
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
と
い
う
政
府
に
残
さ
れ
た
課

題
も
大
き
い
。

第
二
部
で
は
経
済
改
革
が
各
産
業
に
与

え
た
影
響
を
分
析
し
て
い
る
。
第
六
章
は

鉄
鋼
業
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
鉄
鋼
業
は

経
済
改
革
ま
で
民
間
の
参
入
が
認
め
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
。
経
済
改
革
後
に
小
規
模

な
電
炉
メ
ー
カ
ー
が
参
入
し
た
が
、
生
産

・
消
費
に
お
い
て
連
関
が
存
在
せ
ず
、
二

重
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
鉄
鋼
業
は
民
間

部
門
の
参
入
を
検
証
す
る
上
で
重
要
で
あ

る
。
第
七
章
は
製
薬
業
を
取
り
上
げ
て
い

る
。
イ
ン
ド
は
先
進
国
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
医

薬
品
を
模
倣
し
た
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
輸
出
を
増
大
さ
せ
て
き
た
。
し
か
し
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
規
定
に
よ
り
特
許
法
の
改
正
を

迫
ら
れ
、
医
薬
品
の
模
倣
が
む
ず
か
し
く

な
っ
た
。
制
度
の
変
更
が
輸
出
に
与
え
る

影
響
を
検
証
す
る
上
で
、
重
要
な
産
業
で

あ
る
。
第
八
章
は
経
済
改
革
以
降
、
順
調

に
発
展
を
遂
げ
て
き
た
自
動
車
産
業
を
取

り
上
げ
て
い
る
。
既
存
企
業
の
生
産
拡
大

と
新
規
参
入
に
よ
り
、
二
輪
・
四
輪
の
生

産
台
数
お
よ
び
部
品
生
産
額
は
急
増
す
る

一
方
で
、
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
。

第
九
章
は
小
規
模
工
業
を
取
り
上
げ
て
い

る
。
イ
ン
ド
の
経
済
計
画
に
お
い
て
小
規

模
工
業
振
興
は
雇
用
の
創
出
、
公
正
な
所

得
分
配
と
経
済
力
集
中
の
排
除
、
地
域
格

差
の
是
正
の
観
点
か
ら
重
要
視
さ
れ
て
き

た
。
ま
た
、
特
定
の
分
野
に
つ
い
て
中
・

大
企
業
の
参
入
を
禁
止
し
、
小
規
模
企
業

が
排
他
的
に
生
産
を
行
え
る
よ
う
に
す
る

留
保
政
策
が
採
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

そ
の
た
め
に
採
用
さ
れ
て
き
た
政
策
が
時

を
経
る
に
つ
れ
て
保
護
主
義
的
な
も
の
と

化
し
、
経
済
自
由
化
下
に
お
い
て
も
、
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
欠
如
し
て
い
る
。
第
一
○

章
は
Ｉ
Ｔ
産
業
の
急
成
長
を
分
析
し
て
い

る
。
イ
ン
ド
は
オ
フ
シ
ョ
ア
開
発
モ
デ
ル

を
駆
使
し
な
が
ら
成
長
を
遂
げ
て
き
た
が
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
賃
金
上
昇
と
離
職
率
の
上

昇
、
そ
の
他
の
発
展
途
上
国
と
の
競
争
、

ア
メ
リ
カ
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
市
場
へ
の
過

度
の
依
存
、
ロ
ー
エ
ン
ド
・
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
の
輸
出
へ
の
特
化
と
い
っ
た
問
題
を
抱

え
て
い
る
。

イ
ン
ド
は
依
然
と
し
て
多
く
の
問
題
を

抱
え
て
い
る
。
イ
ン
ド
経
済
が
中
国
経
済

を
追
い
越
す
と
い
う
見
方
は
過
大
評
価
で

あ
る
。
し
か
し
、
二
○
年
以
上
も
の
間
国

内
市
場
を
拡
大
さ
せ
な
が
ら
、
安
定
し
た

経
済
成
長
を
遂
げ
て
き
た
こ
と
は
十
分
評

価
に
値
す
る
。
中
国
を
除
く
と
、
こ
れ
だ

け
の
実
績
を
上
げ
た
開
発
途
上
国
は
な
い
。

今
後
も
七
％
前
後
の
安
定
し
た
経
済
成
長

は
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
決
し
て
達
成
不

可
能
な
こ
と
で
は
な
い
。
イ
ン
ド
経
済
の

潜
在
力
は
大
き
い
。

（
う 

ち
か
わ　

し
ゅ
う
じ
／
ア
ジ
ア
経

済
研
究
所
研
究
企
画
部
）
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